



















































勤務する 5 年以上の臨床経験年数を持つ看護師 15 名を対象に半構成的面接を実施し，質的帰納的に分析
した．
　結果，長期入院中の統合失調症患者の自己決定の支援場面は 7 場面あり，1 . 飲食，2 . 服薬，3 . 私物管理，
4 . 金銭管理，5. 対人関係，6. 外出，7. 身だしなみ，に関する場面であった．自己決定を支援する看護は 9
カテゴリから構成され， 3 側面に大別できた． 1 . 刺激の大きさを調整する緩衝材としての看護は 4 カテ
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は，公立病院 1 施設，民間病院 4 施設の 5 施設であ
り，看護体制は15対 1 が 3 施設，13対 1 が1施設，10



















研究対象者 年齢 性別 病棟の種別 臨床経験年数 精神病棟経験年数
Ａ 30 代 男性 司法病棟 13 年 7 年
Ｂ 40 代 男性 閉鎖病棟 ６年 ６年
Ｃ 30 代 女性 閉鎖病棟 19 年 ５年
Ｄ 40 代 女性 閉鎖病棟 19 年 15 年
Ｅ 30 代 女性 閉鎖病棟 16 年 16 年
Ｆ 30 代 女性 閉鎖病棟 13 年 13 年
Ｇ 40 代 男性 閉鎖病棟 10 年 10 年
Ｈ 50 代 女性 開放病棟 27 年 14 年
Ｉ 30 代 女性 開放病棟 15 年 10 年
Ｊ 40 代 女性 閉鎖病棟 18 年 18 年
Ｋ 50 代 女性 閉鎖病棟 33 年 21 年
Ｌ 50 代 女性 閉鎖病棟 35 年 10 年
Ｍ 50 代 女性 閉鎖病棟 10 年 10 年
Ｎ 30 代 女性 閉鎖病棟 11 年 11 年
Ｏ 30 代 男性 閉鎖病棟 14 年 14 年
平均 40.2 歳 17.2 年 12 年































































































































































































































































































































































































































7 場面あり， 1 .飲食， 2 .服薬， 3 .私物管理， 4 .金銭









供を工夫する】の 4 カテゴリで示された． 2 .患者を支
える土台としての看護は，【依存的で自信がない患者を
支える】【患者が疾患を受容できるよう助ける】【患者の























について，2015年 1 月 7 日，http://www.therap.
or.jp/nw/seijiren/ﬁ le/2015-4-28-6.pdf.
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